
・本日の議題

①工事の現況と今後の予定（専務） アラクラヤマセンゲンコウエン・チュウレイトウ

②各現場状況報告（又は問題点）

③その他

（注）安全大会の時刻は１８：００(集合次第)～１９：００とします。

その後は、自由参加としますので適時解散してください。

議題①：工事の現況と今後の予定

令和　5年　9月　1日（金）　安全大会

　お疲れ様です。お盆を過ぎても連日大変暑い日が続いており日々業務を行っている各現場
の方々に置かれましては大変ご苦労様です。先日ニュースにて今年の８月にて観測史上初と
なる全日数３０℃超えとなり目まぐるしく気象も変化し続けており熱中症対策等や作業の進
め方に関しても短いスパンで対策の変更が求められています。
基本的な対策にはなりますが小まめな水分補給と塩分補給を十分にとり体調に異変を感じた
ら無理をせず責任者に休憩をとる旨報告し涼しい場所で休憩をとりながら体調をみてくださ
い。また、周りの方も体調異変で休憩している作業員を小まめに観察し異変を感じたら病院
へ向かわせる等の行動を取ってください。

今後の工事の予定として直近では作業員数、協力業者様の状況共閑散とする状況ではありま
せんが、引き続き大小多方面への物件獲得に向け話を進めている状況にあります。
各取引先と話を日々する中で当社のような同業他社やレベル(会社規模)では当社より小規模
であった業者さんも民間や公共工事共年々有益な規模のまとまった物件を獲得できるように
なっている状況を目にします。その中には細かな安全施工に対する努力と知識共有の体制や
取引先や現場周辺の近隣様への気配り配慮等をお客様から良く言われ買われている会社さん
も耳にします。取引先の業者選定の基準にはコストを抑ええた金額の安さのほかに、安全に
対する高い意識とそれを平然と行える知識や調整力が必要です。
その様々な努力を行っている各企業たちと戦う激戦地にいる我々も日々新しい智識と繰り返
し続ける基本行動を復習し無事故完工物件を増やし続けて行きましょう。
　

　　　　　　　　　　　　　　　ご　安　全　に

新倉山浅間公園・忠霊塔(山梨県富士吉田市)



②現状の作業工程等、気がついた事を報告してください。

～施工・予定案件～

現場責任者 施工中

施工会社 施工中

現場責任者 施工中

現場責任者 施工中

現場責任者 施工中

施工会社 施工中

施工会社 ９月４日より

施工会社 ９月11日より

施工会社 １０月上旬

施工会社 １２月上旬

施工会社 １月上旬

連絡が着て知ったのでは遅い！＝印象が大変悪い！」

以上を基本的考えとして日々安全現場を構築していきましょう

ご　安　全　に

１.　ヘルメット・ハーネス・安全靴等作業に適した保護具適正使用の徹底に努める「基本は毎日習慣に」

2.　場内の重機作業エリアとの区画整備・安全通路区画整備の徹底に努める「重機接触は即死亡災害」

港区赤坂作業所 (有)橘興業

足立区鹿浜作業所 我謝　祐

新宿区四谷作業所

新宿区佐内町作業所 那須工業（株）

・施工中

6.　高所作業時ハーネスの２丁掛の意味についてもう一度考えてみよう「掛替時に災害に隙を与えない」

7.　直近上位や元請様に年齢関係なく親切丁寧な会話を誠意をもって対話する「良心は巡って帰ってくる」

8.　近隣の方々へ日頃我々の仕事のために騒音振動など迷惑を掛けいるという意識を持ち、挨拶や清掃で気持

　　ちを返す「気持ちは伝わる」

9.　重機配管カバーは全部取付できているか？「今一度確認！」※破裂 → 車、家付着 → 清掃処置(損失大)

江東区海の森作業所 （株）ショキタ

・予定案件

千葉市中央区中央港作業所 検討中

相模原市中央区作業所 那須工業（株）・（株）副島建設

豊島区東池袋作業所 (有)橘興業

世田谷区代田作業所 （株）ＲＩＫＩ

千代田区内神田 諸喜田　京介

玉城　克己

中央区日本橋本町作業所 我那覇　祐紀

3.　場内及び現場周辺道路等の清掃を定期的に行い美化に努める「きれいな現場では事故は起きない」

4.　壁倒し後のガラ受けや犬走の掃除を毎度忘れずに「そのまま噛んだら足場や近隣様所有物を破損してしまう」

5.　現場内無線連携(段取り・合図・居場所確認)の確立化を徹底する「見えないところも見える」

※当社としての基本的心得※

10.　解体工事を行う上で必要設備資機材はきちんと揃っているか？「足りなければ手配連絡を！」

11.　熱中症に向けて意識を高めよう「対策や有事の対応をおさらいしよう！」

12.　有事(災害や事故)や協議事項等の事案が発生した場合はまず専務へ連絡する！「本部にお客先から
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⇒時代の変化の根底にある主要な要素「人口の変化」⇒「人口減少時代」を生きていくという自覚が必要

【総人口の長期的推移】

（江戸時代後半）
人口が安定3000万人強

（明治以後）
右肩上りで急増

（2,005年頃以後）
右肩下りで急減
⇒大きな流れ

（江戸時代前半）
人口が増加
約2000万人

国交省国土審議会(2011)
「国土の中期展望」中間とりまとめ概要より

８月３０日 日経新聞記事 出生数最小３７万人（1～6月） 年７０万人割れ、早まる恐れ

推計では出生数は23年で底を打ち、24年以降は一定程度
持ち直す。24年には77.9万人、25年には77.4万人になると
いう。 （国立社会保障・人口問題研究所の推計）
推計どうりになるかは疑わしい。というのも、婚姻数が減少
しているからだ。（省略）新型コロナウィルス禍で出会いが
減ったのが主な原因とみられる。
婚姻数が増えず、出生の反転が起きなければ社人研の
一般的な推計を下回っていくことになる。
減少率が23年上期の3.6%のまま推移すれば外国人を含む
出生数は26年に70万人割れとなる計算だ。
少子化が急激に進み、悲観シナリオの「低位推計」に近づく。


